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 本 研 究 は 、 薬 用 植 物 の ア レ ロ パ シ ー 活 性 を 検 索 し 、 検 索 の 結 果 強 い 活 性 が 確
認 で き た 植 物 の 作 用 成 分 の 分 析 を 行 っ た 。  
昭 和 薬 科 大 学 の 薬 用 植 物 園 に お い て 、 3 2 4 種 類 の 薬 用 植 物 を 採 取 し た 。 こ れ ら
の 植 物 を 用 い て サ ン ド イ ッ チ 法 に よ り 検 定 し た 結 果 、 強 い 活 性 を 示 し た の は 、
タ マ リ ン ド 、 ヤ ブ ラ ン 、 ラ ク ウ シ ョ ウ 、 ア セ ン ヤ ク ノ キ 、 ハ マ ビ シ で あ っ た 。
ラ ク ウ シ ョ ウ 、 ア セ ン ヤ ク ノ キ 、 ハ マ ビ シ に は こ れ ま で に ア レ ロ パ シ ー へ の 関
与 の 報 告 が な い 植 物 で あ り 、 今 回 の 検 索 で 新 た に 見 出 さ れ た 。  
次 に 、 デ ィ ッ シ ュ パ ッ ク 法 で 1 3 9 種 の 薬 用 植 物 を 検 定 し た 結 果 、 生 育 抑 制 作 用
が 最 も 強 か っ た の は 、 ト ウ シ キ ミ （ Illi ci u m v e r u m ） で あ っ た 。 ト ウ シ キ ミ の 揮
発 性 成 分 を ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 質 量 分 析 計 を 用 い て 分 析 し た 結 果 、 主 な 成 分 と
し て 、 α - ピ ネ ン （ 5. 2 ％ ） 、 β - ピ ネ ン （ 1 3. 4 ％ ） 、 カ ン フ ェ ン （ 7. 8 ％ ） 、 d - リ モ ネ
ン （ 7. 2 ％ ） 、 1, 8 - シ ネ オ ー ル （ 1 7. 9 ％ ） 、 ℓ - フ ェ ン コ ン （ 6. 9 ％ ） が 検 出 さ れ た 。 こ
れ ら の 揮 発 性 物 質 に 関 し て 、 バ イ ア ル 瓶 を 用 い た 生 物 試 験 （ 綿 棒 法 ） に よ り 、
植 物 生 育 抑 制 作 用 の 強 さ を E C 5 0 値 （ 生 育 を 5 0 ％ 阻 害 す る 濃 度 ） で 比 較 し た 結
果 、 ℓ - フ ェ ン コ ン の E C 5 0 は 根 と 胚 軸 で と も に 1 n g/ c m 3 と 最 も 強 力 で あ り 、 1, 8 -
シ ネ オ ー ル が こ れ に 次 い だ 。 濃 度 と 活 性 の 関 係 か ら ℓ - フ ェ ン コ ン と 1, 8 - シ ネ オ
ー ル が 活 性 本 体 と 考 え ら れ た 。 1, 8 - シ ネ オ ー ル は す で に 強 力 な 植 物 成 長 調 節 剤
で あ る こ と が 知 ら れ て い る が 、 ℓ - フ ェ ン コ ン が 植 物 成 長 阻 害 剤 と し て 報 告 さ れ
た こ と は こ れ ま で に あ ま り な く 、 本 研 究 が 、 ℓ - フ ェ ン コ ン が ト ウ シ キ ミ の ア レ
ロ ケ ミ カ ル と し て 他 の 成 長 を 阻 害 す る 可 能 性 が あ る こ と を 示 し た 最 初 の 報 告 で
あ る 。  
 以 上 の よ う に 、 本 論 文 は 、 多 く の 新 し い 知 見 を 有 す る こ と 、 論 文 の 内 容 、 構
成 お よ び 公 表 論 文 数 な ど か ら 、 本 学 位 論 文 審 査 委 員 会 は 、 全 員 一 致 し て 、 本 論
文 が 博 士 （ 農 学 ） の 学 位 論 文 と し て 十 分 価 値 が あ る も の と 判 断 し 、 合 格 と 判 定
し た 。  
